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安岡委員長 広島開催が良い
相談と手続きは必要ですが、今後ワクチンを打った人
から実開催も検討してみましょう

「災害に強く、復旧が早い」「特に地震には強い」、具体的に対策さ
れていて記述できるのは、地震で資料のとおりでよろしいかと思い
ます。

会議のスターが「3時」何か理由がありますか？できま
したら「2時」とかもう少し早くなりませんか！

水害には、導管はポリ管で接合部分は融着されていて水が浸入し
にくく、ボンベはハウス内に格納されているので、流出しにくい。

今回は音声状況がよく、ハッキリ聞き取れました。

むしろ災害で供給停止になっても、電気や一般ガスにくらべ、点検
確認範囲がコンパクトなので、比較的容易に供給再開が可能なの
は強み。

岩城　委員 どちらでも良い

東海林　委員 どちらでも良い

堀川　委員

地震対策に限らず、幅広にPRすべきかと考えますが、ポスターであ
れば、一瞬で内容が分かる必要があり、業者側の何でも説明したい
というものでは、結局は見てもらう事が出来ず、効果が期待できない
と思います。従来のポスターも効果がどの程度あったのか検証でき
ますか。

どちらでも良いです。関東
としては、地方開催がうれ
しいです

森下　委員 ①　広島開催が良い

池田　委員 ①　広島開催が良い

兼　委員

・供給設備の安全性ＰＲも重要だが、客先での対応（マイコン復帰
等）の周知も検討必要。都市ガスと勘違いしているお客さまも多い
ので、換気の方法について周知しても良いのでは？

広島開催が良い
・1棟複数納入の件は、過去に北陸の業務員会でも
　案内したが、特に事例はないようです

鈴木　副委員長 広島開催が良い

2021年度　第２回　業務委員会後アンケート　まとめ（その２）

認知度向上施策について
２０２２年度

地方開催について
その他 １棟複数事業者

内田　委員

森田　委員 広島開催が良い

吉田　委員
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どちらでも良い
・「１棟複数事業者」の供給事例については、
　特に情報はありません。

・会議運営につきましては、特に意見等ありません。
　いつもありがとうございます。

倉津　委員

コミュニティーガスは都市ガスの利便性がありながら、お客様との距
離が近い所に特徴があるため、事業者がお客様の訪問機会を増や
せるツールとしてちらし等の作成を定期的に行う事がいいと思いま
す。（ちらしの内容はコミュニティーガスのアピールに限らず、メー
ターの復帰方法や他工事対策など何でもいいと思います。）

広島開催が良い

審議会等の資料で、国の動きがよくわかり有意義でし
た。
但し、資料のボリュームのわりに時間が短いので
もう少し資料を少なくして頂ければと思います。

復帰方法や他工事対策など何でもいいと思います。） ③どちらでもよい

髙橋　委員

どちらでも良い　

A.  今回会議に参加しておりませんので、内容が違うかもしれませ
んが、よろしくお願いいたします。

どちらでも良い 今回参加できませんでしたが、特にございません。

集合住宅の一室に廊下に
20ｋｇ容器を設置して
個別供給している
パターンは現場で
見たりしています。

コミュニティーガスの特性上、団地や地点群で形成しており、そこに
は多くの自治会が存在しております。弊社では毎年その自治会が
主催する夏祭りや豊年祭などに参加させていただき、そこで感震自
動ガス遮断装置の説明やマイコンメーターの機能説明を行っていま
す。※去年はコロナ過で開催できませんでした。

集団供給+集団供給は
存じません。

同時に炊き出しのデモンストレーションも行い、おにぎりやカレーな
ども作っています。

※業務用は除きます。

自治会を通して認知度アップをする方法もあります。

１棟複数事業者その他

杉山　委員

木村　委員

中島　委員

平敷　委員

認知度向上施策について
２０２２年度

地方開催について
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第１７回「台所・お風呂の川柳」について

キッチン・バス工業会では、「11 月 2 日」を「キッチン・バスの日」と制定し、毎年「台所・お風呂での

様々な思い出や出来事」をテーマとした川柳を募集し、各賞の選考を進めております。

今年はコロナの影響で川柳事業ができるかどうか心配しましたが、なんとか８５、９２９句の応募があり

ました。

協会も協賛しはじめて４年目となり、「日本コミュニティーガス協会賞」として副賞を贈る予定です。

１．表彰

①入賞候補作品発表

令和 3年10月4日 キッチン・バス工業会ホームページで発表いたします。

③表彰式 （80 名程度の人数制限あり）

令和 3年 11 月 2 日 日本工業倶楽部（東京）にて開催予定。

２．応募総数

①応募総数 ７４，２８９句（昨年度 ８５，９２９句 前年比－75,894 句）

３．受賞作品について

①選考方法

キッチン・バス工業会が選出した選考委員参加の選考会にて、受賞候補作品を選出。

②受賞作候補について

コミュティーガス協会賞候補作

「 台所 母の活躍 無観客 」（2 度目の東京五輪 氏作）

※ キッチン・バス工業会にて過去に流用が無いか、他受賞作と同一人物の作品でないか等

を確認し、問題が無ければ１０月中旬に最終決定予定。

４．副賞について

賞状の他に、コミュニティーガス協会より副賞を進呈する予定。

副賞は、「選べるお取り寄せグルメカード」を予定しております。

以上

大賞候補 「 キッチンで 旅を楽しむ お取り寄せ 」

準大賞候補 「 巣ごもりで キッチンバスが 主役張る 」

家族の日・家族の週間賞 「 キッチンに 踏み台ひとつ 笑みふたつ 」

暮らしの安全・省エネ賞 「 水道の 水が飲めると 国自慢 」

豊かな住生活賞 「 キッチンへ 庭から届く 夏野菜 」
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セミナープログラム 

 

開会挨拶    日本ＬＰガス協会 需要開発部会 部会長 久松 勝之 

 

＜第 一 部＞ 

SDGsの時代における LP ガスと今後の展望 

慶応義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授 

蟹江 憲史 氏 

 

＜第 二 部＞ 

LPガスのカーボンニュートラルについて 

サステナブルな社会と暮らしを支える LPガス 

～青い炎のメッセージ～ 

日本ＬＰガス協会 企画グループリーダー  

三木田 裕彦 

 

※約２時間の動画配信となります 

日時/視聴方法 

<対 象 者>   LPガス業界関係者 

<視聴期間>    2021 年 10月 21日（木）10:00〜18：00 

2021 月 10月 28日（木）10:00〜18：00 

             ※約２時間の動画配信となり、両日ともに同じものとなります。 

<受 講 料>     無料 

<配信形式>     YouTube による限定公開配信 

お申し込みの際に視聴 URLをご案内します。 

<視聴方法>     ホームページよりお申し込みが必要となります。 

URL：https://www.j-lpgas.gr.jp/wbnr/mirai/info/ 

申し込みは 9月 28日（火）より受付開始 

<テキスト>     お申込みの際にダウンロード URLをご案内します。 

サステナブルな社会と暮らしを支える LPガス         

LP ガス事業の今と未来を考えるセミナー 
   

主催：日本 LP ガス協会 
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サステナブルな社会と暮らしを支える LP ガス         LP ガス事業の今と未来を考えるセミナー 

主催：日本 LP ガス協会  

講師のご紹介 

 

蟹江
か に え

 憲史
のりちか

 氏 

 
 

 

肩 書 ： 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 教授 

国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）シニアリサーチフェロー 

 

略 歴 ： 北九州市立大学講師、助教授、東京工業大学大学院准教授を経て、2015 年より現職。 

欧州委員会 Marie Curie Incoming International Fellow 及びパリ政治学院客員教授などを歴任。 

    

Future Earth コアプロジェクト Earth System Governance プロジェクト Scientific Steering 

Committee 委員、 

日本政府持続可能な開発目標（SDGs）推進本部円卓会議委員、内閣府自治体 SDGs推進評価・調査検

討会委員、環境省持続可能な開発目標（SDGs）ステークホルダーズ・ミーティング構成員など、国際

的、国内的に SDGs や 

環境問題を中心に多方面で活躍中。 

 

専門は国際関係論、地球システムガバナンス。 

2012 年度の FS を経て、2013 年度から 2015 年度までは環境省環境研究総合推進費戦略研究プロジェ

クト S-11（持続可能な開発目標とガバナンスに関する総合的研究プロジェクト）プロジェクトリーダ

ーを務めた。 

 

2017 年からは株式会社レノバ独立社外取締役に就任。 

SDGs 研究の第一人者であり、研究と実践の両立を図っている。 

 

主な著書等：『未来を変える目標 SDGs アイデアブック』監修    （紀伊國屋書店） 

『持続可能な開発目標とは何か 2030 年へ向けた変革のアジェンダ』編著 （ミネルヴァ書房） 

 

論  文 ：『Governing through Goals: Sustainable Development Goals as Governance Innovation』   

（MIT Press 2017 年） 

『Nature 495』305-307「Sustainable development goals for people and planet」（21 March 

2013） 

他多数 

 

 


